
週課 第二年　第八課　第三週
単元 基本的な教理・１

テーマ 神の愛と義

タイトル 神について　－愛と義の神さま－

テキスト ローマ５：６－８、エレミヤ９：２４、詩篇９８：９

参照箇所 詩篇７３：１７－２７、ヨハネ１５：１３、Iヨハネ４：８,４：１０、Iコリ
ント１３：４－８

暗唱聖句 ローマ５：６－８　or  エレミヤ９：２４  or  詩篇９８：９

導入 今日も、神さまのご性質について、お話します。神さまの愛と
は、どんな愛でしょう？恋愛ドラマの愛と同じでしょうか？神さま
の義とは、何でしょうか？

Ⅰ 神さまは愛のお方です（ローマ５：６－８）

Ａ． 神さまの愛は、人間の愛とは違います

Ｂ． 神さまの愛は、私たちのために、値なしに注がれる愛です

Ｃ． 神さまの愛は、神さまの方から進んで、ご自身を犠牲にし
てくださる愛です

Ⅱ 神さまは義なるお方です（エレミヤ９：２４、詩篇９
８：９）

Ａ． 神さまは公義と正義を行なわれます

Ｂ． 神さまは悪を行なうことがありません

Ｃ． 神さまは私たちにも義であるように求めておられます

Ⅲ 神さまは私たちを裁かれるお方です（詩篇９８：
９）

Ａ． 神さまはえこひいきしません

Ｂ． 神さまの裁きには間違いがありません

Ｃ． 神さまは終わりの日に私たちを裁かれます

結論 神さまは、愛であり、義なるお方です

適用 私があなた方を愛したように、あなた方も互いに愛し合いなさいとありま
す。神さまの愛がどんな愛か分かったら、そのように家族やお友だちを
愛せる人になりましょう。どこの国の人も、こどももお年寄りも、やさしい
人もイジメっこも、みんな神さまに愛されています。どんな相手にも、自
分から進んで犠牲を払う、究極の神の愛をあらわせる人をめざそう！
神さまが最後の審判で正しく裁いてくださることを喜ぼう！私たちはイ
エスさまの十字架によって罪が赦されているのです。だからこの世で
の不公平に文句を言ったり、くじけたりしないでも大丈夫です。ただ神
さまを愛して生きていれば、間違いなく、天国に行けるのです。喜ん
で、神さまを愛していこう！
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